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栃木股試研報 NO.68: 1 ~~ 13 (2012) 
BulL Tochigi ĝr. Exp. Sln. NO.68 : 1 ~ 13 (2012) 

水稲新踊種 rとちぎの星」の育成
山崎周一郎・湯津正明 1) .永島宏慧・青沼伸一

.三好真弓 2)・篠崎敦1)・伊津由行川.山口正篤4)

摘要:とらぎの星 (系統名 栃木 19号)i~t ， 2002年に栃木県農業試験場において，栃木 lJ号を同一に，

栃木 7号.(後のなすひかり)な父とする交配均、ら育成された水稲品種で、ある.

1. -*品極は，あさひの夢より出徳川でどl日，成熟期で 6I:J早い 1+11:七の校総である.あさひの夢に

比べ， f日長は長く，総長はやや短く，穂数は多い.玄米+粒重はやや霊く，収監性はやや多収で

ある 草型は偏穂重型である 立;米外観吊I質はあさひの夢と間程度に優れる タンパク質含有率

はあさひの夢よりやや低く，炊飯米の食i床宵能評価はあさひの事よ りやや優れる.

2.本品種は，葉いもち倒場抵抗性は強，や品、もちlilll場f1t抗性はやや強である 紛'í~創出病低抗性遺

伝子 (Stvb一i) を有し，縞葉枯病抵抗性で、ある 段、経芽性はやや英((である 陣寄型耐冷性は~(H ，

高温主主熟性はう&1である

3. 本 Ó~Jfmは，県 1十l 南部の早植栽培および普通柏栽培地持に適する .

キーワード 水稲品種，中生，縞薬品li病抵抗性，高組登熱性

A New Paddy Rice Cultivar “Tochigi-no-hoshi" 

Shllichiro Yamazaki， rvlasa白kiYuzawa， I-liroc Nagashima. Shin回lじhiAonllma. 

Mayllll1i Miyoshi， Atsushi Shinozaki， YoshiYlIki Izawa， and Masahiro Yalllagllじhi

Summary: A ricc clIltivar， "Tochigi-no-hoshi:' was dcvclopcd lI'cll11 a cross bctwcじnToιhigト11and 

To児《じ;hi吋i邑♂lト-7and r印c邑引IS引¥e口re以吋din 2002 a川tt山he1'，、Oじchiε♂i 1ド刊》勺reli、k以L

Thc agr句刀onoll1iccharactcristi(ι二s01' 、 thc じlIltivarare 乱日 1'01リlows:

1. 'Tochigi-no-hoshi" is non-gllltinolls， paddy rice弓白ndilS heading and maturing till1cS are fi.wr days and 

six days earlier than those of "AsahinoYllll1巴."COlllpared ¥0 "Asahinoyllllle，" the cllllll is long， thc 

panlじIe、 slightlyshort， and the panicl己nlllllb巳r，high. Thc I，OOO-kerncl wcight and harvcst VOllll1lC arc 

slightly highcr than thosじ 01'“AsahinoYllll1e."Th巴 planthas Illoderate paniclc weight. The grain 

appearanc巴isgoodウandthe eating qllality is better than that of“AsahinoYlll11eド

2.This cllltivar is 11l0derately resistant to rice blast and resistant to stripe callsed by RSV. lt is Illoderately 

resistant to pre-harvest sprollting. Its cool water tolerance is 1l10derately strong， and its hcat toleranじ巴

IS strong 

3.This cllltivar is adaptcd ¥0 norll1al and latc season clllture in the sOllth and central areas 01' Tochigi 

prefectllrc 

Key words: paddy ricc cllltivar， ll1edillm matllrity， stripe resistanceちheattoleranιe 

II現栃木県う品質淡業振興事務所， 2) 現栃木県農政1fI\ ~I:.mH佐唄~~m ， :1)現栃木県 f都賀伐業振興事務所， 4) J昆全肢とらぎ (2012.3.i 受J'A!J
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I 緒言

栃木県の水稲作付面積はおよそ 62，OOOhaで，コシヒカ

リ，なすひカミりおよびあさひの夢の 3品種でおよそ 95%

を占めている なかでもコシヒカリは，首者1¥圏を中心に

安定的に需要が得られたことから， 1957 iT三に木県奨励jill

稀に採JrJされて以来，作何回積が拡大し続け， 2006年に

は 56 ， 000ha を超えて県内作付而積の 85誌に ì~さした.気象

災誌やが]~fg: 虫発fトーのリスク回避や3 作業分散による労働

時間の平準化の点から，なすひかりゃあさひの夢の3尊〔人

が積極的に推進され，現在は 78%まで低下したものの，

依然としてコシヒカリに偏った品極構成が続いている状

出である(栃木県農政11日2011) 最近は，消費者の志[1i[

がー定の食|床を期待しながらも悩格とのバランスを重視

する方向に変わったことや，高齢化と食生活多様化によ

って米の消費量そのものが減少していることから，コシ

ヒカリ産地!日jの競争がこれまで以上に激しさを増してお

り， 今後，コシヒカリ偏重の，'jbf:[!"i構成についてもう一段

の険討が必要で、ある

一方，本県育成のなすひかり(伊深ら 2005)は， ↓手11.

r.， 1I京害出耐冷性が1事ií}(ft 総発tf-恒f:が ~ï~である こと等の

諸特性が優れ， ひとめぼれにlヒベー亡短秤で¥伐i話料1:が良い

ことから，県北部から中部で作付けが鉱大し，現j-Eは県

内11o付面積の時を占めている(蛎木県農政計112011).2010

年には，全国食l沫ーコンクールにおいて特八を獲得し，食

味もf8jく評価されたことで，今後屈の認知度アップが

期待される 県二|ヒffl川、ら l十1奇11においては 3 なすひかりと

コシヒカリをバランス良くれ付けすることによって，コ

シヒカリ偏重によって生じる、気象災害や病害虫のリス

クや労{~ØJII寺間の集仁l :r 化といった問題の解決が可能である.

しかし，なすひかりは，コシヒカリ問機に縞葉枯病抵抗

性ではないため，県南部なとAの縞楽枯病常発地帯で'{;;):本

病の被害φを生じる可能性が高い

縞葉枯病は，その発生面積が 1984年には水稲作付けの

およそ 25棋にも達し，本県における最重要病害のひとつ

で、あったが，抵抗性品種の普及やウイルス媒介昆虫で、あ

るヒメトビウンカの|約除技術の発達によって， 1988年以

降は発生率が低く折lえられていた と二ろが，コシヒカ

リの作付け拡大に伴い， 2008年に県南の一部で発生株主存

が 5%にi童し 3保毒虫率も 8犯を超える地域が確認された

(栃木県民業環境指導センター 2008). このことは，条

件次第では縞葉枯病が再び猛威を娠るう可能性があり，

f仕事創出掛:においては抵抗性品種の作付けが最も効果的な

対策であることを示している

縞楽枯病抵抗性品種については， 2000年に)'1の光に替

2 

えてあさひの夢が本県奨励!男，f![(に採JFIされた- あさひの

夢は 7 伊|伏に11Ilく多収であることから，県南部を中心に

作付けが念、鳩し，県内作付「面積の 15犯を占めている(栃

木県農政音11201l). しかし，中晩生品種であり熟期がや

や遅く 3 二毛作地帯において表作との作業競合が問題と

なることがある，また 1 通常{jーはあさひの夢の品質並び

に収監は優れるが， 3:笠主熱j期り切iけI間目削j'-I

4年!ド三には白未奴熟』門ぺやJ主登主奴熟L何弓不、良による減収が発生し' あさひの

少のl等米比率は約51.同であった(栃木県農政部 2011)• 

J脊王:県j発林総合研究センタ-7k問農業研究所の調査では，

あさひの苓fのi7111Ei登熱性は“仁1-'竹と判定されており(荒

川ら私信)，それほど強くなし、と考えられるので，楓緩

化の状況下ではこうした事態が頻発する可能他ニもある

なお J í~~7鼠主主熱性が優れた 1171種としては可こしいぶき(星

ら2004)，てんたかく([JJ口ら 2006)，iここまる(坂，)1:ら

2007)など、が育成されているが，熟!哲トや，縞葉枯病m::抗

性では1:1:い点で必ずしも木県に適しているとは言えない

こうした状況において，本県では，あさひの夢よりも

熟期がやや早く，縞菜枯病抵抗性で， rwit.品主主熱性が優れ

る品11係が強く }!とめられており.これを最重点課題として

育成に取り組んできた.このたーび，その嬰盟lこ応える[と

ちぎの足Jを育成し， 201 I年lこ品f![(笠緑をlトIfr/fしたので，

育成経過とその特性を報告する

E 育成目標および育成経過

1 .育成目標と来歴

とちぎの星は，栃木県農業試験場において，栃木 11

号を母lこ3 栃木 7号(後のなすひカミり)を父として 2002

年 8)'1に人工交配を行った組合せの後代から育成された

(第 1~J). 

母の栃木1l号はアキニシキ熟期で，縞葉枯病低抗性を

有し大粒であるがl品質が安定せず，紋枯病に弱く低収で

ある.父の栃木 7一号(後のなすひかり)は，ひとめぼれ熟

期で殺活性が良く，多収で品質並びに食味が優れるが，

縞築枯病抵抗性は有していないために， IJ;Jc "1:1 i'fj部での作

付けに難点がある.

育種目標は，県r.j:r南部の二毛作地帯を主な普及地帯と

し，麦類との作業競合が生じにくい中生の熟期で，縞葉

枯病抵抗性を有し，食味と収量のバランスが優れる鞭種

とした.

2. 育成経過

各世代の選抜経過を第 2医|に示した
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交配 (200211") 

8月に出i湯除雄法により、栃木 11号を母に，栃木 7号

(後のなすひかり)を父として人工交配し， Fl種子を

28粒f持た.

F ，liI:代 (2002ir) 

JO 月にl止代促進減i室に F，種7'28 i~ì: を指種 L ，翌年 2

月に 466'f立をJ采磁した.

Fリ|止代 (2003年)

3月に凶:(I;;(Ji':i生活l主に 下記長官7466i1!.を補者Eし，6 }-J に

120 gを採保した

F "W:{I;; (200:3 11'-) 

7 Jニiに世代促進温室に F:l種子 5，100 '1設を矯種し， 10 

fJに採総したー

F"世代 (200'1{i三)

3 JoJにボジ卜式JJX:f~6 育苗箱 lこ徳ごとに採積した F '1 種

子 3，000粒を揺種し， 5月にポット式|訓直機の l木村iで

場内回i易ーに集団養成して個体選抜を行った.集団は J己

生から中生の熟期が多く，熟期と科長の変興がやや大き

く， Jr::i忠が赤い個i*が多かった. IIHJ場で草姿，や剖刊，稗
質 3 病'占1;¥、の発生*ぷ色， 1l:H'忠則等をi観察し，'l]Jプで草

姿の良い部個体を選抜したさらに，宅内で{r占|休ごとに

11見穀 抗1¥を籾すりし， JE;米の外観品質を観察して 23

個体を選抜した.

F ，， 1止代 (200511'-) 

2 J'Jに筋育部箱にr4il年にi@抜した2:3個体を系統{十立て

してjilifjf(した 5月仁IJ11) fこp 場内聞場lこ2:3系統 920(15)休

(1系統あたり 40個体)を，問主問 30m，株間 15cmで手

相え l本倣して単独系統とした熟期， S〔安，総発芽性，

縞葉枯病抵抗的，玄米仁111質等を指標に l系統5例体を選

抜した.なお，縞葉布11病抵抗性検定は，北海道農業試験

場と愛知県農業総合試験場によって共同開発された

STlO?ーカーをmし、た選抜法(平野ら 2003)を用いた.
I勺、世代 (2006年)

生産力検定予備(1)試験に供試した.III生で，いもち

病に強く縞葉枯病低抗性をイ守し，収量;性と食l床が優れた.

系統栽培は， 5系統 35011団体を岡場に移植し系統 5

個体を選抜しう系 181J を付した，

I士lVk代 (2007"'F) 

生産力検定予備 (2)試験に供試した場内聞場(標準，

普通植)並びに特検問場(那須組原市:iflH冷性検定，那

須鳥山市'いもち病検定，栃木市 街i温主主熱性険定)に

移植し，あさひの夢と比較した 高I鼠登熱性検定は，旧

栃木分場(栃木市)に険定圃場を設置し 6月にl1J-1.虫系

統以降の系統を数個体ずつ栽植し， [喧l場の 」吉1¥に設けた

潟水プールから瀧慨してi也楓 u界を促つj一方法で‘行った

4 

その結果 「う系 181Jは，あさひの夢よりもそうや早い熟

期で，多収.大粒.品質問等で光沢良く 3 高槻登熱性検

定の結果が優れた

系統栽培は， 1系統若手 5系統 350個体を圃場に移植し，

l系統5個体を選抜し， rう系 18lJに栃木 19号を付した

トg世代 (2008句)

生産力検定本試験に供試した.場内面|場(標準，多JJ巴，

普通柿)と特検|出場(那須l寵!y京市:i師、i冷性検定，那須鳥

山I/iし吋』ち病倹定Htひ。に現地闘J，A6か所(さくらiU，

宇都宮市，那須鳥山m，7i償問，栃木fl'i，佐野i1'j) に移
植し，あさひの夢と比il攻した また脊玉県農林総合的|

究センター水EB農業研究所(消玉県熊谷市)の協力を得

て， 日時rjniltl:~決1~1: 1負定を行った

栃木 19号は，多肥・著i邑植栽t古ーであさひの夢Mr.みの収
量であったが，標準栽焔ではやや多収て，.;Y)り，玄米は光

沢が良く大粒で，外観品質はやや優れた 食l沫官能試験

は外観・香り・ l床ともにあさひの夢よりも優れる傾向lで

あった

系統栽jf，-は， 1系統併5系統 350倒休を悶場に移1直し，

2系統 20個体を選抜した

1;、υ[11代 (2009{jニ)

生1mプ7検定木試験 (2年間)に(JI，試した 前年同様に，

場内問場，特険li自|場並びに現地問場に移植し，あさひの

夢と比較した.前年に引続き， i合玉県農林総合研究セン

ター水rnH是業研究所において高I回受熱性の特性検定を行

った. また p 与え日持者の評価を調査するため，県内大手実

需 2干1:による食|床官能試験に供した.

栃木 19号は， ïì~{I'é同様に収量があさひの夢並カ、やや

多収で，食l床はあさひの夢よりも優れた日T質は，多肥

t&t去ではやや劣るものの，標準・普通植栽土台ともに粒張

りが良く優れた高温主主熱性は 3 強判定であった.

現地回場においては，長得であるが倒伏は無ーから中程

度，収監はやや劣るから優れる，大粒で品質が優れる評

価で・あった.

実需による食l床官能試験で-は，あさひの夢と比較して，

やや税めの食感であるが，粒が大きく外観が優れ，食l床

は総じて優れる評価であった.

系統栽府ーは， 2系統群 20系統 1400fl~j体を岡場に移植

し草姿 z 穂、発芽性，縞葉枯病紙抗性j宣伝子の有無など

によって 2系統群 6系統 30個体を選妓した

F lot止代 (2010 {:下)

生産力検定本試験 (31-f-白)に供試した.前年の試験内

容に加え，標準栽府並びに普通11[[栽暗における基肥窒素

量および追肥MfWlの検討を行った なお，現地開場は 3

県北部を含め 7か!好(日一光市，大同局([11，宇都宮市，万1¥



ノ'1<1¥百新品極「とちぎの星Jの育成

~j(鳥山市3 芳賀H可 3 栃木市，佐野 rrj)とし，コシヒカリ

またはあさひの夢と比較した.

栃木 19 ~号 は，県北部から rl" 音1\ではコシヒカリと比較し

て収量・品質ともに優れ，県南部においてもあさひの夢

並かやや優れた.

系統救出は， Ei系統i伴:30系統 L，100伯|体をi箇jj誌に移植

し，.W1姿， I~Î;fï1'ì性，ぉ~:ii~Wi1r'jnU)t性遺伝子山手了;!!\~，回定

位ーなどによって 5 系統j~j' 8系統 40(1自体;を選抜した白

木系統は，あさひの夢よりやや熟知iが早く， ll~ fi'~ ・品

質・食i床のハランスが良く、総j葉{;![病M抗'r:1ュで，高 ìt~tJÆ

熱何もf妥jオしていることからとらぎの星」と命名し， 2011

{I三に品磁主主録を申鯖 した(品種登録出願rl'第 2598!号)

3. 命名の由来

品種名の「とらぎの星」は，係々な災害にも打ら紛ら，

燦然と輝く，栃木の旦となって欲しいという期待を込め

て命名した.

E 特性の概要

形態的特性および生態的特性仁1:，将tïfù 特|生分類調査~

ilU (社団法人農林水産先端技術センタ- :200'1)に法づき，

主に生産力検定試験1Jb試材料な斤|し、て許制liした (農林水

産省農業研究センター 1995)

第2表形態的特性

品種名 禄長 1害、長穂数草型 稼 fll着 ふ先色
密度

亡~

1 形態的特性

首の草丈は，{票iji1栽倍ではあさひの夢よりもやや長く，

普通組栽情ではやや短い 100本あたり乾物監は間程度

である コシヒカリ との比較では，標準栽培での砧の革

丈は同限度， 普通組栽j告では短い(第 1表)。

主将1j嬰 EEi調査

豆 大 採決 乾物定
幸民地条件 品tif!; r~~J 

(.:m) ('fj~) (;1/10(1寸、)

f聖ct< と尽きのA 1:3.7 ，:.8 1.11 

あ亨ひ {J'，琴 フ.9 1.10 

ユ，.1::刀リ 1 ヰ ~l ~.;.t"J 1.14 

ずi:l.盟国 とちさ J:'.3k. 14.l1 -フ~.2 1.16 

;t，，;さむの禁 ]4日 o. η J 

主主!l_1)_1.~ 3. ~__..._._.~~~~ 
:lj 1 I盆噛 4月中日〈問主，.，nT日L商品崎、

，~宣$同土 ii'l! 槽 1l.: J.tj 月寸:J ijl (持晴 MJ

1 どり1 げ ~- '':; 1) 1 (';1= '.り千 叩〔樗軍 :"t"，1U :; ' "6 向、)1の~1: ¥10千I)t;筒、画柚〕

fjtl長は“やや長"で，あさひの夢主り長く，穂長は“l'i=l"

でやや短い， fì~J数は“やや多"で多い.車型は“{扇穂重

型"である(第日表)

稗の絢11大 ・同IJ柔は“1:1'"で、ある粒着密度は“やや街"

で，あさひの夢よりも 1恥芭は“少"でやや多く，長さ

は“やぞ短"でやや長い ふ先色は ui定白"である.ik

米の形状は“やや初lj差"“ベコや大"で¥んさひの夢よりや

や人一 i'!'L である玄米の色沢およびうlé;れは“ rjJ " である (tf~

2表)

玄米

組太柔同j 多少長短 絞形 t立大色沢'Je沢

とちぎの星 やや 中
やや l扇穂

中 中 やや 黄白 少
やや やややや

長 多 重 !j!)山b品、 短 総長 大

あ注ひの夢 短
やや

中
{扇穂 やややや

中 黄白 稀 中 '1' 長 重 太 同j

コシヒカリ 長 中 やや 中間.:.g， 
やややややや 黄白
太柔密

符p 中 中

淫)H20~H22 の平均植

第3表生態的特性

早晩性 いもち病 白菜枯病縞業給腐穂発芽性耐倒伏性 降客Et

葉いもち 穂いも?う

とちぎの星 中生の中 9量 やや強 やや強 抵抗性 やや穀

あdひの夢中生の晩 中 やや強 中 抵抗性 やや難

コシヒカリ 草生の晩 号号 やや弱 中 樫病性 難

活 )1 いもち属都鋼鳥山市情宜誌唖 lま刻~.<\誼('凹7"'-'2010まま〕の平田 i 惜宜 I~場町薗系 1 ;1 037 ，

2 白革他市場内惜定試鞍 lま場届績 (2凹B~2010年)の平町i 悟存恒痛革のりん濁現在開葺構種

3 槙草枯摘 DNAマ 力 (8TIO) によ明星抗性遺伝子 (S/>会マ7 の荷量在調査白凹7~201 0宏事〉

4周聖芽性場内生産力袖宜試験lま埠よ明Hlした円程まによ明萱白007-2010年)

5 耐叩'it主性場内生産力構定試験(多間)届誼(，∞.-，回9年)の平町i

6 陣音型開;令性薗H"塩原市情定試験 lま揖戚値 (2 00a~200g年)町平均

耐冷性

やや強 号車

4虫 号号

自号 極強

ア高遣置県性崎玉県民件総合宿究センター水田農業晋究耐届U(2009~201 0年}の平町!ただし，あさひの夢1;!2田 9まま町み

中 中

中 中

中 中

高温
登努J性

強

中

やや強

日
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第4表出穂jj1:20日間の高;星条件が白未執粒発生(こ及ぼす影響

出1!期f主
笠拍 手し白粧 基音 !R白 品種期 20日間

年次 品種名 結比例) 給比例) 来熟粧 来熟*Jl (月/目) 平均
事nn{%) 車Ht(覧) 気温CC;)

主ちぎの星 74.9 3.5 0.5 0.5 8/6 26.2 

コシヒカリ 51.4 7.3 14.5 2.4 日/1 28.0 

2008 アキニシキ 86.4 1.8 1.1 0.5 8/8 25.6 

あさひの夢 77.3 4.0 2.3 1.5 8/9 25.2 

白木H青 82.3 2.6 0.8 0.8 8/11 25.0 

早!冒区 標準i雷区

出1!i主 t品種f童
年次 品種名 高温 白来熟 ~C白粒 基ftP 1M白 出穏期 20日間 高温 白来熱手LI当粒 差、~~ .lR白 出穏期 20日間

来熟裕 来熟知 l 来執結 朱熟*Jl
登然性 秘J:t対 給J:t垢 約J:t~ 事Ml;問 f、J司/目下 平灼 登熟|主 粒J:t% 粒tt% 事"tt% lJlJ:七%月/日〉 平均

気温℃ 気温℃

とちぎの塁 強 2.8 2.0 0.5 0.3 7/31 26.3 強 2.8 1.7 0目6 0.6 8/2 26.6 

コシヒカリ やや強 6.2 2.7 2.8 0.7 7/26 26.3 やや強 7.8 3.9 3.2 0.8 7/28 26.4 

2009 アキニシキ 強 4.0 1.4 2.2 0.4 8/3 26.9 強 2.8 1.1 1.5 0.2 8/4 26.9 

Jf:さひの夢 中 3.6 1.8 0.8 1.0 8/6 26.6 中 3.2 1.8 0.7 0.7 8/6 26.6 

日本日育 中 3.8 1.7 1.6 0目5 8/7 26.4 やや強 2.3 1.4 0.6 0.3 8/8 26.3 

5月上旬植 5月下旬植

品種 n:白 出棺イ童 館白 t自穂積
年次 系統 高温 帥熱 ~L白粒 73Za 背白 出酬 20日間 高溢 白来熟乳自給 545fL 首白 出制 20日間

名 登熟性 結% ~ 耳 ヨド熟知 f、月/日〉平均 登烈|主 将髭 耳 来熟粒〈月/日〉平均

賀 気温℃ 耳 気温℃

とちぎの星 強 9.9 2.7 3.9 3.3 7/26 28.5 強 9.6 3.5 3.3 2.8 8/6 29.0 

コシヒカリ 中 23.8 5.0 17、2 1.6 7 (22 29.0 やや強 17.2 2.3 14.0 0.9 8/3 28.9 

2010 紛の光 やや弱 27.2 4.8 13、5 日.9 7/27 28.7 弱 37.9 9.5 12.4 16.0 8/6 29.0 

アキニシキ ~; 40.9 4.7 29.5 6.'1 日/3 28.9 

日本日青 やや弱 28.3 6.5 16、 5.4 日/5 29.0 

i主)崎玉県農作倍古研究せ/~ヨー水回農業団究所的調査子一弘

2.生態的特性 カリ|豆や 20lO {je. 5月下旬他コシヒカリ区と比べても，と

くに基昔日未熟粒の発生が少ない また iluU.%条件は多少

異なるが， 2008年あさひの夢l玄や 2009年あさひの夢区

と比べても， 11短臼未熟粒が少なく， I~I 未熟粒の発生がや

や少なし、傾向である(第4表).

育成地(栃木県)における早11免牲は，コシヒカリとあ

さひの夢のrlrfi円熟期にあたる“r:j:J生のr:1:r"である.

:立弘、もち闘J~抵抗性は“強穂し、もち lím場抵抗日二は“や

や強"である 白能付病問J;l詰抵抗-t!I:は“やや強"で，縞

葉11[病は“抵抗性"である(第 3表)ーなお. STlOマー

カー(特許番号第 3069662号)による検定結果から，結i

葉枯病抵抗性遺伝子には Stv!rzを有すると考えられる.

穂発芳一:性は“やや難"で，コシヒカリよりやや穂発芽

し易いが 3 あさひの夢と同程度で・ある耐倒伏性は“やや

強"で、あさひの夢よりやや倒伏し易い(第 3表)

1I意書型耐冷性は“強"で・3 コシヒカリより耐冷性はや

や弱し、が，あさひの夢よりは明らかに強い(第 3表).

高温登熟性は“強"である，検定においては，日j桔:後

20 日間JO)高混条件で白未熟の発生が助長されることか

ら，温度条件ーを揃えて白未熟粒(乳白粒，基部未熟粒，

11夏白未熟粒)の発生率を比較する必要がある.出総期が

全く同じ 2010年ii'JJの光区と比べた場合には，自未熟粒の

発生はFJFiらかに少なく，また、 r':lW!iWJは異なるがr'ij穂後

20日間の気j昆がほぼ同一条件である 2009年早指コシヒ

'; 

3. 生産力検定(場内)および現地調査

場内岡場において，標準栽培では，あさひの夢より出

穂期は4日，成熟期は6日早く，普通植栽培では3l土l穂

;期は 71:1.成熟期は6日早い(第 5表)また，現地では 1

コシヒカリより 111穂期が 3~6 日遅く，成熟知iは 3~10

日遅くなり，あさひの夢より出総期が 4~9 日 早 く，成熟

期は 2~14 日早い(第 6 表)

1到伏程度は，標準栽情ではO.5て、あさひの夢並である

が，多II~栽培においては 2. 5を示し，あさひの夢よりや

や倒伏しやすい(第 5表).現地においても，あさひの夢

よりやや倒伏しやすい結果である(第 6表)• 

精玄米軍はあさひの夢よりやや多く，玄米千粒重は重

い(第5表).現地においては，収量はあさひの夢に比t校

して 94秘から115協でばらつきが認められ，使用する肥料



水伺新品衛 fとらきのlliJ (f)育成

第"堅宵阪地{こおける笠宵調査およびa&!!_調査

お 3審議件品~各 ...閉成m期

沼田 '"日)

"熟 縁長 班長 経被
回数

(日 (cua) 畑， ，本hc/，

爾夜
組~

金量

〈同〆.，

玄
重

九

館
開
米
同

胸米重

(ks/_) 

1:"l長
千日重

〈巴〉

俸と買 とちぎの:. 8/6 9/24 48 91 19.6 415 0.5 190.5 69.8 

."ひの事 8/10 9/30 50 32 7.0.4 376 0.0 195.0 61.0 

コνヒカリ 8/1 9/15 44 99 19.2 412 4.1 180.5 61.1 

多絶 と汚ぎの星 8/1 9129 52 102 乱7 430 2.5 215.9 73.. 

.メさひの事 8/U Hi/6 54 38 20.5 436 1.0 220.2 72.5 

2シヒカり &/1 9/20 49 110 19，3 4&~ 4.6 164.7 3ち1

普通樋とちぎの~ &/20 10/13 53 <;0 19.8 326 0.3 163.6 59.4 

J閉ひの者t 3/27 10/19 ち2 77 20.6 298 0.0 

コνヒカリ 8/18 11)/7 49 101 18.1 33'{ 3.7 

176.8 出 6

"乙~ 57.5 

!)1 IU! I舟，包'""・・e、州市III.lJ・'"川r...•率制
2宣昭 "'0"酬明筆，.，・...Jた隠1""f.・4・担"・"，Io(省通凶)，(通電血相刷削咽1:"'0."""(暢ヨ・.哩・..鴎】
3 酬依'"度 乱包"荷札 2-:t'， ~'<I>. 4'.，.. ~' . 
・開門川町.駅ø，n.~岨-，畑町判《同九嶋~仰。."''f駅Hω

両孟
比率

偶〉

，0< 

.00 

" w， 
100 

・8，m 
'00 

，Q< 

，.， 24. ~ 

6

6

1
5
 

2

6

…2
 

22.6 

21.5 

23，8 

3.1 22.1 

11.9 20，1 

2.0 25.2 

u 

..0 
23.5 

23.0 

第ε表現地.味噌成綱

地，.名 試験 晶君各 移植数種 1線 基肥.iJ!:.'l i昼腔出槽品開 /ili ~~， 謀長曹長理数倒伏阿玄苅荻必玄米品質等李総

期間 臼密度木数 日温度納期 信虚米並 ひめ""
夢重

〈奪》 明川U/m') (窓) (k，/・， "出向"，叩3叩川叫 (，叫 〈問 叫 6鴎 (。

大図原市 2010 とちぎの皐 5/6 16.9 4.1 0.45 

コνヒカリ 5/6 16.9 4.1 0.45 

8/5 9/17 87 21.8 310 0.0 58.5 

22.6 4.0 下

24.2 2.0 中

"初 9/11 95 2l.3 335 2.6 63.6 
日光市 2川))0 と，ぎの盆 5/7 21.2 4.0 0.41 0.40 7/17 19 8/5 9120 99 23.4 449 1.5 77.8 115 25.3 4.0 ゆ

あさむの琴 5/7 21.2 4.0 札41 0.40 "//17 26 8/12 ら122 92 22.2 360 0.0 67.7 100 23.8 4.0 下

きく令市 2008 とちぎの星 512 16.0 4.5 0.39 0 
-2009 

あ雪ひの夢 5/2 16.0 4.5 0.39 0 

8/5 9/17 811 20.1 328 0.0 54.5 94 26.3 2.~ 中

8/12 9/27 79 20.7 288 0.0 57.6 100 23.8 1.5 中

IIlljll鳥山 2008
とちぎの星 5114 18.2 4.2 0.43 0.27 8/9 0 8/9 9/24 94 20.2 341 1.0 57.6 95 25.8 2.3 中

市 -2010

あきひのヨ， 5/14 17.9 4.4 0.43 0.27 8/9 6 8/14 9/30 85 22，1 361 0.3 70.9 100 23.2 2.7 下

字.宮市 2008 とらぎの墨 5/15 19.6 4.2 0.47 
-2010 

あさひの夢 5/15 19.6 4.2 0.47 

8/13 9/25 91 19.8 403 0.3 61.9 103 24.2 2.3 中

8/19 10/1 79 20.6 370 机o 61.2 100 22.7 2.7 1 '*' 

ヲ'"附了 鈎08 と思ぎの.!l 5/9 17.8 5.0 0.411 0.29 7117 17 8/4 9/20 90 21.0 319 1.1 60.0 102 25，3 2.7 下
~初)Q

あ事ひの夢 5/9 17.8 5.0 0.48 0.29 7/17 25 8/12 9/27 80 22.1 339 0，2 59.1 100 23.3 2.'{ 下

2008 
栃木市 ともぎめ.!l6/11 17.9 4.2 0己8 0.22 8/4 11 8/16 10/1 94 20.3 361 1.2 60.3 101 24.9 2.7 ¥ '" 
-2010 

あ，ひの夢 6八1 17.9 4.2 0.38 0.26 8/7 18 8/24 10/10 83 20.7 343 仏o 59.7 100 24.2 2.7 I，*， 

佐野市 初~~'^ ~とちぎの星 6/15 21.1し3 0.70 
-2010 

M ひの. 6/15 21.1 4.3 0.70 

8/16 10/3 93 20.1 370 1.0 63.9 95 24.9 2.1 下

8/24 10/10 84 21.1 380 0.0 66.9 100 23.7 3，3 下

川間".即 時郎In-JII:iJ:.1I!笹山 川し日い誌を.，

の種類や、追肥時!明治、適期かb遅れたJ)j合に低収の傾向

がある(部 C表)

玄米町外蹴品質はlあさひの拶と比Jくて間白が少なく

等級は同f<m良に憧れる(司"， 7;}{)現地ではさく b市を

昨き。あさひの夢と同位r!tかやや優れる(荊 6表)

玄米粒R1分布は 標準栽培では 2.Omm 以上が 92~括合占

めl あさひの捗やコシヒカリよりも 2.0mlT以 lωtω'1割

合がii:;'j1、(百08表)

7 
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第7表玄非品質

主主I音粂1守 品種名 腹自 乳白 色択 党派 品質 等級

標準 とちぎの星 首控 〆.~、j;、 中 中 2.8 1下

あきUの夢 j，、j，、 少中 中 中 3.1 l下

ヨンピ均リ 費量 申l' 中中 4.8 2中-・・.......'......_............，...，......司.....・ e・・・・・・・・・.........・...・..，.....
普選砲とちきめ星 景 者t 中 やや良

あさひの夢 少多 際 中 中

コシヒカ1) 同世 首1 中 中

計 1負担E岡崎哩且l二よる刊:i:.~，宮1: 1 0(よ上 )'-">g o(下下). '・惨:土 --'J下

官舎凹，-包 QI~d')平明( l!!~ l J2創18 ~"2 010寧的手町(/:;;.唖〉

第8表組l事分布

議培条件 品種名

2.2以上

種主匹 とちきの墨 8.5 

あさひの夢 0.1) 

2.2未満

2.1以上

5品7

24.2 

2.1未満
2.0以上

26.7 

59.8 

2.8 1中

2.6 1下

2.9 l下

節目(mm)

2.0朱論

l事以上

5.0 

12.4 

1. 9来 i~
1.8以上

1.9 

2.7 

コシヒカリ 0.0 15.2 49.4 23.8 7.4 

1.8来溺
1.7以t

0.4 

0.3 

1.7 

1.7未満

0.8 

0.6 

2.4 

2.Qmlll以

上の割合

91.9 

84.0 

64.6 
晶......‘ーーー ‘"・ー・‘・ー・・・・・ F・‘....‘ ....'.................ーーーー・咽...............ー，・・ーーー ー・‘ー・ ーーーーー ーー “....‘・ ・..晶‘"，..
普通fli1 とちぎの星 0.1 11.2 

あさりの容 0.0 邑s

コシEカリ 。。 2.8 

J主)001口厚生直力惜定時主謀{嘗100<)町量宜抽

当初表 久勺l 、 '7l宣言言有}:(~.!\

J ~噌 s U'-'. 

48.8 

49.4 

22.8 

l草qr 手こ匹 :-肥 苦!j;]

ヒR主出，w.:. 7 _ ~~ 雪 7.:~ ，. j 
h~ Î: .' qì事 1.7 7.-1 

コ~l 1; ') 'i.4 I.b 

7.fs 

~.5 

. ~ 
i，"> 

i .~ 

llil Ki土ι(OHANg叩)([4.5't*匂!~l.1) . )ì土 ・ '7 : t l，良吋量れヨポ I~n ;

2宝庫tJ位主1-'・J)玉牢4tRU
J 日目1-.2(110-'手ヲ3平mo::土、:!OIj!l-.2日Itl:Lレ"平1乍nt・

第10表食自来官能試験成慣{場内)

品種名試験区実路年月日 r~ネ7- 栽培条件 盆含

在ちぎの星 ① 2009/11/17 (21人〉 律事 0.05 

o ZOI0/11/10 (15入) 標準 -0.06 

~ 2010/11/12 () 7人) 修E匹 0.24 

qt 2010111/8 (14人) 普通祖 0.14 

24.8 8.9 2.4 

31.0 9.5 2.0 

31.4 23.9 8.7 

外 観 香り 耳幸

0.14 0.00 0.19 

0.13 0.13 -0.38 

0.53 * 0.06 0.35 
0.07 -0.21 -0.14 

⑤ 2010/1119 (18人) 普通植 -0.11 0.00 -0.22 -u.06 

3.9 60.1 

2.4 55.2 

10.4 25.6 

硬 さ 粘り

0.14 0.05 

0.31 。19
0.35 -0.53 

0.64 争本 0.21 

-u.ll -0.11 

⑤ 2010/11/30 <15人)多a 0.03 0.33 0.13 0.40 本-u.47 キ 0.20
平均 0.05 0.20 -{).02 0.06 -0.22 -0.08 

ゴシEガり (j) 2009/11/17 (21人) 標準 0.19 0.43 帥 ー0.05 0.10 -0.24 0.5直 H 

② 2010/11110 (16人} 標準 -{).19 0.33 0.19 0.00 。19 0.31 

③ 2010/11/12 (11人) 樫~ -0.12 0.29 0.18 -0.06 0.29 -0.35 

@ 2010/11/9 (14人) 普通磁 。‘14 -0.07 -0.21 。.00 -0.29 0.36 

⑤ 2010111/9 (18人〉 普透種 0.33 0.22 -(1.11 。.00 -0.17 -u.1l 

⑥ 2010/11/30 {J5人) 多肥 -u.07 0.00 0.00 0.07 -0.27 0.07 

平均 -0.06 0.21 -0.12 0.02 -0.14 0.13 

注)1 生A1]慢定説験m白米在供試制>1<畳精米{聖水):;/(=1:1.83-1.85
2 l者験匡の丸o宇1fo同むもめI草間ー条件で吻S再検在棄す.
3あさひの害在珂鶴として+ミKf島)"--3(劣〉の7 '~階下1牢fi!i， 硲"は +3( 硬い)- - 3( 勧ちかい〉でi平価­
-1 ..は1覧で有意，.~立"で有霊巷宗す.
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第11表 食日未官能試験成錆〈実需)

官能評価特性(0 不良~4: 良好) 官能炊飯 総合

品種 年次 産地
外観 食感 総合評価倍率

つるつ 松~ 芯の硬 事占り ...-，< 食q来 張計値ランク
自度艶形質 香り

る感 さ ちffi!

とちぎの星 2009 農試(~宇都宮市) d 司、 4 3 マU 3 3 3 34 2.27 94 特A

2010 農試(字額宮市) 3 3 3 2 3 3 3 3 」てl 3 29 2.2ヲ 88 A 

2010 那須鳥山市 3 3 句、 4 3 3 4 3 3 33 2.26 93 特A

PR*士 2010 栃木市 3 3 3 3 3 3 3 3 3 31 2.27 91 ~A 

平均 3.0 3.8 3.3 2.8 3.5 3.0 3.0 3.5 3.0 3.0 31.8 2.27 91.5 
-・・ ー・・・ ‘晶 a・・・・ ・・・・ ・・・ー ー. •••• ••.• •• ・‘ ー・ 晶...晶•••••••••••••• ••• • ーーーーーー.................‘"・・ー..
あさひの夢 2009 農試(宇都宮市) 3 3 ヌ 3 2 3 つ 3 30 2.24 日9 A 

2010 農試(~宇都宮市) 2 2 3 2 つ~ 2 内~ 3 2 2 22 2.29 目。 B 

2010 那須鳥山市 2 3 ο う 3 。u 3 2 。リ 2 3 27 2.28 86 A 

2010 栃木市 3 4 3 3 3 3 3 n コ 。ω 3 31 2.27 91 特A
平均 2.5 3.3 3.0 2.8 3.0 2.8 2.3 3.0 2.3 2.8 27.5 2.27 86.5 

ー ・・・ー・・・・・ ・・
コシヒカリ 2009 農試(宇都宮市) 3 4 3 3 3"7 2.25 97 4晴A

品種 年次 産地
「良、、jに評価したバネラー(%)

ct士
光沢臼度香り

とちぎの星 2009 農試(宇都宮市 24.2 15.2 3.0 

あさひの夢 2009 震試(~宇都宮市 14.7 18.2 9.1 

近赤外分光分析計によるタンパク質含有率は，あさひ

の喜多と間程度かベコや低い傾向がある(第 9茨)

また，当J劫l隊員をペネラーとした食味官能詐II11iて'IJ.

J0 ð ひの)~よりも!j!x らかく外観。に催れ(第 10 表).県内

大手実需 2ll:による食 11;k'1~\"fì百円UÎ では，外観 ・粘 り ・ 食

l床があさひの夢に比較して (盛れる評仙で、ある(第1I;}毛)

JV 適応地域および栽培上の注意

とちぎの星は，あさひの夢よりもやや早い熟期jで，縞

築中?.i tpjjt\抗十lを有し間I且主主熱性も 'J~lいごとから，県中

南青f¥の早他殺防および普通続殺Ti&1也幣に適寸る

栽培」ーの注意と しては，科長がやや長く倒伏の懸念、が

あり，食味低下も招くので，極端な多)I~栽培は陪える.

また，総発~三十日:がやや員I~ で白あるので3 適J切収般に努める .

V 考察

栃木県rFi1部は，縞葉枯病の常発地である ことから， 安

定生産.のためには抵抗性品径の作付けが必須で・ある.県

奨励品種として採用されたJ抵抗性品種には， 星の光，月

ぴ〕光，11¥寄れすがた(大谷ら 1996)があり， 2000年には

あさひの夢が採用された(栃木県農政部 2011). あさひ

の喜多は，食l床は比較的良く，中frlfi1名帯の米として笑需か

らの評価が得られ，栽培性も良いこと から，県南部はも

とより県中部や県東部ま で広く普及している その一方

で，あさひの考t~の熟期がやや遅いことから，県南部を中

心とした二毛作体系では水稲収機と麦係舗の間隔が短く

ねはりかたさ 味

12.1 15.6 9.7 

3.0 15.6 9.1 

なり， 作業上i問題があった とちぎの庄は，あさひの夢

より熟期が早 く，給:iMNi病抵抗性で 3 収;毘;牲も依れるこ

とから，ニのj出Jr~の水稲~I~.irf.iに得与できると考える

近年のil.iU暖化に伴い，米の品質fJ:S:lごが何年IRI阻となう

ているが，2010什は11¥穂から議熟のWI間にあたる 7)CJ '1' 
旬から 9)01 1 :\11，)の気温がかなり 高い状態が続き， 主l 米兵~\

粒による等級低 fの被告ーが全国各地で発生した 本県に

おいて も例';，ーは品質が公立・しているあさひの夢でI 1 $.!;:、

米比率が顕著に低|ミした(栃木県農政官f¥2011). こうし

た状況下においても，とちぎの阜の品質は安定しぐおり，

近年のìlEUI~化 l こ実J.);t- した品稲であるといえる

とちぎの星を含む本県育成品樋(系統)の遺伝的背景

と農業Jf~質ーとの関係が既に報告され， I~I未熟粒発生率は，

j也(朝日)， 1=1本nfi，月の光との近縁度が高いほど下がる

ことや，徳キ13や籾の大きさが重要な形質で、あるこ とが指

摘されている(大谷 2010).また，コシヒカリおよびそ

の姉妹系統はし吋ごれも高温主主執性が優れる(日木作物学

会北陸支部 2007).と ちぎの星とコシヒカリの近縁係数

は 0.712であり(飯間ら 2008)，本県育成品種の中では

コシヒカリとの近縁度が比較的高いことも， とらぎの星

が l~hl毘主主熱性に優れる要因の一つで、ある と考えられる

食l床については， 当場と笑需(県内大手実需2社)で

各々に官能試験を実施し，し、ずれも良好な評価が得られ

た 粒大はコシヒカリよりは明らかに大きいので，ブレ

ンドにはやや不 I~I き であるが，炊飯?をの粒J惑や見栄えに

刻する評価が品い¥百平和li1l'[1主|にないためデータには現れ

ていないが， 甘みをたHlliするパネラーが多いこ とから，

9 
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ì.~i ，WJ で食J誌を重視する寿司ペJカレ・ーなどに践すると考え

られる.

今後の課題としては，とちぎの恩に最適な栽培法の検

討である.耐倒伏性は“やや強"で，コシヒカリより倒

伏に強いがあさひの夢よりはやや倒伏しやすい また‘

収量作tに関しては，これまでの現地試験において， J肥料

の様類や基Jj巴査 ・迫H巴時期などの胞JI巴条件によると考え

られる低収率例がみられた そこで，施肥条件を変えて

栽l日試験を行ない，基JJ巴量が多いほど総籾数が多くなり

タンパク質合有率や乳白:f!iU立が湘寸こと，福端に総才)J数

が少ない場合は;年IJれ籾ネがJ\~すこと，基肥長が多いほど

倒伏程度が増すことを報告した (栃木農試 2010). しか

し，設定した条件て、は収量のu浪に透しているか否かの
わI1析ができずーまた単年度の試験結果で、あることから，

現有も;技指試験は継続している さらに詳細に解析を行

い，倒伏させずに，収量・品質・食味を最大限に引きiJI

サ栽I音1去を I~'I ら かにしたい

最後にーこれからの育成方針として，次の二点{r挙げ

たい.第ーに極良食味品種の育成である 木県のコシヒ

カリはごiニに業務用として，一定の評イI!tIが得られているが，

ーー崎町f)í 費者の認知jIは低い.今後は。 ~ri. J也間蹴Ltトが さ ら

に激化寸ーることがも]う官、され，勝九校るためには，他産j也

と の発見1I化が必要であり，村~~l主食味という特徴は消費者

へのア ピール性が[{fi'I~、 第二に，担い手不起に対応した

品磁の育成で、ある 菌:指栽消は，育I15・移他作業を削減

できるので今後は導入がi1fjむと考えられるが，本県に適

した直情適性が[告iし、品種の青成は進んで、いない.また、

省ブJ化のjえでは，病害虫抵抗性や多収性も重要な特性で

あり，これらの導入も検討したい.
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付表育成従事者名
年次 2∞2 2∞3 2日04 2∞5 2α16 2∞7 2∞8 2009 2010 2011 I描考

世代
交自E F， 

F， F. F， F， F. F， FL。 FLL FL F， 

氏名

J易淳正明 O 。 芳賀農業振興事務所

山崎周一郎 。 o 現在貝

青沼伸一 O一一-0 現在員

永島*慧 O 。1知宝員
三好真弓 O O 生産振興課

篠崎 ~~ 。 。 芳賀農業振出事務所

伊漂白行 O o 下都賀農業振興事務所

山口正篤 0-0  宝島とちぎ

※)上記のほかに，石川欣作 (2002r'~2005) ， 大橋和男 (2002~2009) ，手塚f変革日 (2002~2005) ，加藤守(2006~2009) ，徳原総幸(2006~2010) 噌
小田切晃司(2010)が圃場担当者として従事した



水稲新品種「とちぎの民j の育成

とちぎの星の立毛:出穏期 とちぎの星の立毛・成熟期

(左:あさひの夢，右，とちぎの星) (左 あさひの夢，右・とちぎの星)

とちぎの星の穂相

(左:とちぎの星，右:あさひの夢)

~.~ 恒毛~.~........ 

とちぎの星の籾と玄米 とちぎの星の草姿

(左:とちぎの星，右:あさひの夢) (左:とちぎの星，右目あさひの夢)
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